
第 112 回神戸市交通事業審議会 会議次第 

 

日時：令和７年 7 月 28 日（月）午後 3 時～午後 5 時 

場所：神戸市役所１号館 26 階 第１委員会室 

  

 

1. 開会 

2. 交通事業管理者あいさつ 

3. 会長選出 

4. 議事 

（審議事項） 「経営計画 2030」の具体的項目について 

5. その他 

6. 閉会 
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○

○ 辻󠄀委員長沼委員 ○

大かわら参与 〇 ○ のまち参与

○ 大塚委員

○ 坪田委員
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水谷委員

＜リモート参加＞

三古委員
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（2025年7月14日現在）

委　員              （五十音順、敬称略）

　市民委員（６名）

大塚　隆生 神戸商工会議所　地域政策部長

小野　三恵 神戸市婦人団体協議会　理事

辻󠄀　静花 KOBEのはしっ子　代表

坪田　卓巳 神戸市地域コーディネーター

長沼　隆之 神戸新聞社　論説副委員長

山原　真由美 神戸市ＰＴＡ協議会　元会長

　学識経験者（６名）

足立　泰美 甲南大学経済学部　教授

上鶴　久恵 上鶴公認会計士事務所

兒山　真也 兵庫県立大学国際商経学部　教授

三古　展弘 神戸大学大学院経営学研究科　教授

　 土井　勉 一般社団法人グローカル交流推進機構　理事長

水谷　文俊 神戸大学名誉教授

参　与　　　　　　　（敬称略）
大かわら　鈴子 神戸市会議員（日本共産党・兵庫区）

かじ　幸夫 神戸市会議員（こうべ未来・西区）

　 門田　まゆみ 神戸市会議員（公明党・須磨区）　

　 のまち　圭一 神戸市会議員（日本維新の会・中央区）　

　 平野　達司 神戸市会議員（自由民主党・兵庫区）　

幹　事
山本　雄司 神戸市都市局長

城南　雅一 神戸市交通事業管理者

森川　誠也 神戸市交通局副局長

児玉　健 神戸市交通局副局長

神戸市交通事業審議会委員名簿



   ○神戸市交通事業審議会規則 

   平成25年３月29日 

神戸市規則第77号 

 （趣旨） 

第１条 この規則は，執行機関の附属機関に関する条例（昭和31年11月条例第36

号）第２条の規定に基づき，神戸市交通事業審議会（以下「審議会」とい 

う。）の組織及び運営その他審議会に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （組織） 

第２条 審議会は，委員20人以内で組織する。 

２ 審議会に，参与若干名を置く。 

３ 審議会に，特別の事項を調査審議させるため必要があるときは，臨時委員

を置くことができる。 

第３条 委員は，次に掲げる者のうちから，市長が委嘱する。 

 (1) 学識経験を有する者 

 (2) 一般市民代表 

 (3) 前２号に掲げる者のほか，市長が特に必要があると認める者 

２ 参与は，市会議員のうちから市長が委嘱する。 

３ 参与は，会議に出席し，審議事項に関して意見を述べる。 

４ 臨時委員は，次に掲げる者のうちから，市長が委嘱し，又は任命する。 

 (1) 学識経験を有する者 

 (2) 国及び地方公共団体の職員 

 (3) 前２号に掲げる者のほか，市長が特に必要があると認める者 

 （任期） 

第４条 委員の任期は，２年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の

残任期間とする。 

２ 委員は，再任されることができる。 

３ 参与の任期は，市会議員の職にある期間とする。 

４ 臨時委員は，その者の委嘱又は任命に係る当該特別の事項に関する調査審

議が終了したときは，解嘱され，又は解任されるものとする。 
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 （会長） 

第５条 審議会に会長を置き，委員の互選により選任する。 

２ 会長は，会務を総理し，審議会を代表する。 

３ 会長に事故があるときは，あらかじめその指名する委員が，その職務を代

理する。 

 （部会） 

第６条 審議会は，その定めるところにより，部会を置くことができる。 

２ 部会に属すべき委員及び臨時委員は，会長が指名する。 

３ 部会に部会長を置き，当該部会に属する委員の互選により選任する。 

４ 部会長は，当該部会の事務を掌理する。 

５ 部会長に事故があるときは，当該部会に属する委員のうちから部会長があ

らかじめ指名する者が，その職務を代理する。 

６ 審議会は，その定めるところにより，部会の議決をもって審議会の議決と

することができる。 

 （幹事） 

第７条 審議会に，幹事を置くことができる。 

２ 幹事は，関係する本市の職員のうちから，市長が任命する。 

３ 幹事は，審議会の担任する事務について，委員及び臨時委員を補佐する。 

 （議事） 

第８条 審議会は，会長が招集し，会長がその議長となる。 

２ 審議会は，委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数が出席しなければ，

会議を開き，議決することができない。 

３ 審議会の議事は，委員及び議事に関係のある臨時委員で会議に出席したも

のの過半数で決し，可否同数のときは，会長の決するところによる。 

４ 前３項の規定は，部会の議事に準用する。 

 （意見の聴取等に関する協力の要請） 

第９条 審議会及び部会は，必要があると認めるときは，第三者の出席及び意

見の聴取並びに第三者からの資料の提出に関し，協力を要請するものとする。 

 （除斥） 
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第10条 議案について直接の利害関係を有する委員，臨時委員及び参与は，そ

の議事に加わることができない。ただし，審議会の同意があるときは，会議

に出席し，発言することができる。 

 （会議の公開等） 

第11条 審議会の会議は，これを公開する。ただし，委員の発議により，委員

及び議事に関係のある臨時委員で会議に出席したものの過半数で議決したと

きは，この限りでない。 

２ 前項の規定は，部会の会議に準用する。 

 （庶務） 

第12条 審議会の庶務は，交通局において処理する。 

 （施行細目の委任） 

第13条 この規則に定めるもののほか，議事の手続その他審議会の運営に関し

必要な事項は，会長が審議会に諮って定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は，平成25年４月１日から施行する。 

 （交通事業審議会規則の廃止） 

２ 神戸市交通事業審議会規則（昭和39年８月規則第47号）は，廃止する。 
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第 1 1 2 回 交 通 事 業 審 議 会 資 料
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01 今後の進め方
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01 策定スケジュール（予定）

第110回 交通事業審議会
・次期経営計画策定方針について議論

第111回 交通事業審議会
・「経営計画2030」の位置づけ・柱立てについて議論

第112回 交通事業審議会
・「経営計画2030」の具体的項目について議論

第113回 交通事業審議会
・「経営計画2030」（素案）について議論

第114回 交通事業審議会
・「経営計画2030」（原案）について議論

パブリックコメント実施
・「経営計画2030」（原案）に対して意見を募集

第115回 交通事業審議会
・パブリックコメントの実施報告について
・「経営計画2030」について

R6.11.12

R7.3.31

R7.7.28

R7.10.21

R7.12.22

R8.1月頃

R8.3月頃
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02 前回の振り返り



5

02 第111回審議会における振り返り

 近年の物価高や今後の乗客の減少見込みを

踏まえ、「経営計画2030」を「再建・体力

回復期」として位置付ける。

 計画の柱立てとして、安全性や快適なサー

ビスの提供を通じた神戸のまちの「価値向

上」、投資を身の丈に合った規模にするこ

とにより、安定した経営基盤を確立を目指

す「収支バランス向上」、それらを実行し

ていくための「事業基盤強化」を３つの大

きな柱とする。

価値向上

収支
バランス向上

事業基盤
強化

〇 安全・サービス向上
〇 沿線価値・ブランド価値

〇 増収策
〇 経費削減策

〇 組織改革・人材育成
〇 情報発信・地域協働

● 経営計画の方向性

コロナ期

（経営計画2025）

過去
再建・体力回復期

(経営計画2030)

現在

安定運営期

未来
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02
● 経営計画について

 神戸全体の都市計画との整合性をとっていく必要がある。そのうえで、市民にとって必要なサービス
を維持できるよう具体策を考えていくべき。

 新しい計画では、これまでの計画の延長ではなく、事業構造そのものを考えていくべき。
 今回の計画を再建・体力回復期と位置付けているが、どういう方向に再建し、どういう方向に体力を

回復するのかということを明確にしていくべき。
 「経営計画2030」を策定するにあたっては、ある程度目指すべきベンチマークや経営モデルなど、ど

の水準を目指すのか明確にしていくべき。

第111回審議会における意見

● 沿線価値・ブランド価値向上

 駅周辺の充実が進んでおり、最寄り駅で用事が済ませられるようになっている。駅の充実により、さ
らに多くの人が集まれる仕組みを作ることが望ましい。

● 安全・サービス向上

 市バスの計画策定にあたっては、市バスの路線だけでなく、民間の路線も考慮し、市バスと民間路線
をどう組み合わせれば地域住民にとってプラスになるかを検討するべき。
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● 増収策

 地下鉄の減価償却費の負担は大きく、資産の耐用年数の期間にわたって発生することから、長期的に

見ても将来の負担が続くことが推察される。先般、市バスが運賃を改定したように、地下鉄でも運賃

の改定を検討するに値するのではないか。

 市バス・地下鉄ともに様々な割引があり、これらは利用促進や市民の福祉増進など様々な効果を期待

して設けたものだと思うが、当時想定した効果が現時点で実現できているのか、時代背景も変わって

いるため、検証を行うべき。

 他の交通事業者では、子供やファン向けにアパレルブランド等とのコラボグッズを発売しており、交

通局においても神戸ゆかりのブランドとのコラボ等を検討してはどうか。

第111回審議会における意見

● 経費削減策

 交通局では２タッチによりデータを集められるようになった。このデータを活かしてサービスにメリ
ハリをつけていくということはやっていったほうがいい。
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● 組織改革・人材育成

 全国的な運転手不足の状況を踏まえ、更なる女性運転士の募集に力を入れるべき。
 運転士不足の対策は、基本的には待遇の改善が最も重要な要素である。しかし、待遇を改善するため

には、交通局が収益を上げる必要があり、そのためには運賃を上げるか利用者を増やすか、またはそ
の両方を行う必要がある。

 高速鉄道については、技術職の採用が難しい時代に入っている。組織改革、人材育成、ＤＸ化を進め
る中で、市民サービスが低下しないような組織風土づくりが重要。

第111回審議会における意見

● 情報発信・地域協働

 情報発信について、平時からみんなで支えていこうという情報発信が必要。経営が厳しい路線につい
て、具体的な改善目標を早めに示し、市民の協力を得るプロセスを重視するべき。

 モビリティマネジメントとして、公共交通の利用者を増やすためには、公共交通が魅力的で便利だと
納得してもらう仕組みやわかりやすい伝え方が重要。

 北条鉄道では、市民が自発的に駅を大事にしようという機運が高まっている。市民を巻き込んでいく
ことが大事であり、「経営計画2030」の重要な要素にしていくべき。

 近江鉄道では、鉄道側と沿線の企業・学校が協力して利用者増加と移動の質の向上を目指している。
相互に利用しやすい環境を整えるための協議を進めることが重要。
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03 市バス事業について
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03 基本情報 ～営業所位置図～

●西神営業所
運行本数 ：396本
組数 ：28組
在籍車両数 ：24両
運転士数 ：42人
運管管理人数 ：2人
整備士数 ：4人
運行系統 ：
21,22,23,24,28,41,46,47,55,
58,50,51,52,53,54,56,161

●清水ヶ丘営業所
運行本数 ：313本
組数 ：33組
在籍車両数 ：26両
運転士数 ：50人
運管管理人数 ：2人
整備士数 ：8人
運行系統 ：
50,51,52,53,54,55,56,59
,121,161,171

●垂水支所
運行本数 ：108本
組数 ：11組
在籍車両数 ：12両
運転士数 ：19人
運管管理人数 ：6人
整備士数 ：4人
運行系統 ：
50,51,52,53,54,55,56,
57,59,161

●落合営業所
運行本数 ：1,365本
組数 ：114組
在籍車両数 ：98両
運転士数 ：144人
運管管理人数 ：12人
整備士数 ：7人
運行系統 ：
5,15,17,65,66,70,71,72,73,
74,75,76,77,78,79,83,84,
87,88,89,120,125

●松原営業所
運行本数 ：801本
組数 ：108組
在籍車両数 ：101両
運転士数 ：150人
運管管理人数 ：8人
整備士数 ：9人
運行系統 ：
2,3,4,6,7,9,10,11,13,40,44,65
,69,80,81,93,96,110,112,25

●中央営業所
運行本数 ：427本
組数 ：61組
在籍車両数 ：50両
運転士数 ：94人
運管管理人数 ：15人
整備士数 ：9人
運行系統 ：
2,7,18,29,62,64,101,111,129

●中央南営業所
運行本数 ：267本
組数 ：36組
在籍車両数 ：31両
運転士数 ：49人
運管管理人数 ：3人
整備士数 ：8人
運行系統 ：
2,7,18,66

●石屋川営業所
運行本数 ：453本
組数 ：47組
在籍車両数 ：45両
運転士数 ：74人
運管管理人数 ：8人
整備士数 ：6人
運行系統 ：
2,16,26,32,35,36,37,92,
102,103,106,松蔭

●魚崎営業所
運行本数 ：953本
組数 ：83組
在籍車両数 ：75両
運転士数 ：106人
運管管理人数 ：9人
整備士数 ：7人
運行系統 ：
16,19,30,30,31,34,35,
36,38,39,100

直営

神姫バスに委託

阪急バスに委託

山陽バスに委託
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運行体制（営業所別） 経営効率（営業所別）

運行

本数

在籍

車両数
組数 運転士数

運行管理

人数
整備士数 所長 副所長

運行本数

/車両

運行本数

/組数

車両

/組数

運転士数

/運行管理

車両数

/整備士

運転士数

/組数

職員

/管理職

(本) (両) (組) (人) (人) (人) (人) (人) (本/両) (本/組) (両/組) (人/人) (両/人) (人/組) (人/人)

中央 427 50 61 94 15 9 1 1 中央 8.5 7.0 0.82 6.3 5.6 1.54 59

石屋川 453 45 47 74 8 6 1 1 石屋川 10.1 9.6 0.96 9.3 7.5 1.57 44

垂水 108 12 11 19 6 4 1 0 垂水 9.0 9.8 1.09 3.2 3.0 1.73 29

松原 801 101 108 150 8 9 1 1 松原 7.9 7.4 0.94 18.8 11.2 1.39 84

魚崎 953 75 83 106 9 7 1 0 魚崎 12.7 11.5 0.90 11.8 10.7 1.28 122

落合 1,365 98 114 144 12 7 1 1 落合 13.9 12.0 0.86 12.0 14.0 1.26 82

西神 396 24 28 42 2 4 1 0 西神 16.5 14.1 0.86 21.0 6.0 1.50 48

中央南 267 31 36 49 3 8 1 0 中央南 8.6 7.4 0.86 16.3 3.9 1.36 60

山陽 清水が丘 313 26 33 50 2 8 1 1 山陽 清水が丘 12.0 9.5 0.79 25.0 3.3 1.52 30

5,083 462 521 728 65 62 9 5 11.0 9.8 0.89 11.2 7.5 1.40 61

運行体制（社局別） 経営効率（社局別）

運行

本数

在籍

車両数
組数 運転士数

運行管理

人数
整備士数 所長 副所長

運行本数

/車両

運行本数

/組数

車両

/組数

運転士数

/運行管理

車両数

/整備士

運転士数

/組数

職員

/管理職

988 107 119 187 29 19 3 2 9.2 8.3 0.90 6.4 5.6 1.57 47

4,095 355 402 541 36 43 6 3 11.5 10.2 0.88 15.0 8.3 1.35 69

5,083 462 521 728 65 62 9 5 11.0 9.8 0.89 11.2 7.5 1.40 61

直営 直営

阪急 阪急

神姫 神姫

計 平均

直営 直営

委託 委託

計 平均

03 基本情報 ～営業所運行体制～

は、経営効率が平均値以下を示す※ 運行本数については、担当する路線の長さや地理的要件で増減する は、特に経営効率が悪い数値を示す

●運行本数/車両

保有車両がどれだけ効
率的に運行に使われて
いるか示す指標

●運行本数/組数

運転士1勤務あたりの運
行業務の効率性を示す
指標

●車両/組数

運転士の勤務計画に対
する車両の配置効率を
示す指標

●運転士数/運行管理

運行管理者の管理監督
範囲の広さを示す指標

●車両数/整備士

整備部門の効率性を示
す指標

●運転士数/組数

休日等を考慮した運転
士の要員配置の効率性
を示す指標

●職員数/管理職員数

営業所の管理効率を示
す指標
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03 基本情報 ～営業所位置図（民間営業所含む）～

西神営業所(神姫)

直営

神姫バスに委託

阪急バスに委託

山陽バスに委託

松原営業所

中央営業所

石屋川営業所

垂水支所

中央南営業所

魚崎営業所

落合営業所

西神営業所

清水ヶ丘営業所

北町操車場

明石営業所(神姫)

垂水営業所(山陽)

小束山営業所(山陽)

唐櫃営業所(阪急)

芦屋浜営業所(阪急)

ポートアイランド営業所(神姫)
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乗車料収入

8,609百万円

人件費

2,902百万円

広告料収入等

219百万円

管理委託費

4,738百万円

一般会計補助

1,473百万円

その他経費

2,439百万円

その他

118百万円

減価償却費

496百万円

企業債

710百万円

建設改良費

764百万円

その他

68百万円

企業債償還金等

393百万円

資本的収支不足額

379百万円

03 市バスの収支構造

 運転士の人件費や委託費、軽油代、車両修繕費など日々の運行に必要なランニング経費は乗車料収入だ

けでは賄えておらず、市や地下鉄会計からの補助金を充当して、ようやく賄えている状況。

 人件費高騰や運転士不足の影響もあり、営業所管理委託の動向は不透明（次期公募はＲ9年度予定）。

 今後、車両購入に伴い投資的経費である減価償却費も増加見込み。

収益的収支
（R5年度決算）

1年間の営業活動等から得られる収益（料金収入等）と
それに要した費用（人件費・物件費・減価償却費 等）

次年度以降も資産となる車両購入費等のための支出
（建設改良費等）とその財源である収入（企業債等）

資本的収支
（R5年度決算）

赤字
156
百万円

ランニング経費 投資的経費

収

入

支

出

収

入

支

出
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03 他の公営交通事業者の経営状況

● R5年度決算比較
 黒字と赤字の団体は半々だが、仙台市と神戸市のみ資金不足が発生している状況。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名
項目東京都 仙台市 横浜市 川崎市 名古屋市 京都市 神戸市 北九州市

総収益 42,805 9,360 19,568 9,139 25,014 21,959 10,419 1,926

経常収益 42,805 9,359 19,568 9,139 25,014 21,959 9,945 1,926

営業収益 40,932 6,253 18,525 7,783 18,466 20,943 8,828 1,417

運輸収益 36,266 6,050 18,108 7,695 14,980 20,009 8,609 911

その他営業収益 4,666 203 417 88 3,486 934 219 506

営業外収益 1,873 3,106 1,043 1,356 6,548 1,016 1,117 509

特別利益 0 1 0 0 0 0 474 0

総費用 41,201 10,140 20,308 8,583 25,614 20,765 10,575 1,800

経常費用 41,179 10,138 20,308 8,583 25,614 20,765 10,575 1,800

営業費用 40,790 10,017 20,172 8,448 25,262 20,530 10,324 1,785

人件費 24,526 3,850 13,901 4,349 13,548 8,820 2,902 1,133

経費 12,485 5,405 5,226 3,641 10,161 9,983 6,926 506

減価償却費 3,779 762 1,045 458 1,553 1,727 496 146

営業外費用 389 121 136 135 352 235 251 15

特別損失 22 2 0 0 0 0 0 0

経常損益 1,626 △ 779 △ 740 556 △ 600 1,194 △ 630 126

純損益 1,604 △ 780 △ 740 556 △ 600 1,194 △ 156 126

資金不足比率（％） - 0.6 - - - - 19.4 -

（百万円）
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03 市バス投資計画

 市バスの使用年数（23年）を延長してきたこともあり、今後、短期間で大量の車両更新が必要。

 資材費の高騰により、車両価格も高騰しており、必要台数の見直しは急務。

● 市バス車両購入計画

20 
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5 6 6 

0 0 1 0 0 1 1 
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20 
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24 24 24 
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20 
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19 
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33 
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0
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20

30
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70

今後の購入見込み

（両）
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エリア １日乗車人数 収支差

東灘エリア 28,247 △168,321

中央・灘エリア 28,037 △123,157

兵庫・長田エリア 32,028 △629,135

名谷・妙法寺エリア 16,663 35,270

須磨エリア 9,866 △191,207

垂水エリア 16,432 60,197

西神エリア 8,919 △64,099

北エリア 6,465 △148,464

しあわせの村・ひよどり台エリア 7,713 △266,668

計 154,370 △1,495,584

03

 需給バランスを担保するため、２タッチデータに基づく市バス路線の最適化を継続実施する必要。

（千円）

区間別営業係数の状況

● エリア別収支状況

市バス路線の最適化

須磨エリア

兵庫・長田エリア
（R6年度）

灘・東灘エリア
（R7年度）

しあわせの村・
ひよどり台エリア

北エリア

中央エリア

名谷・妙法寺
エリア

垂水
エリア

西神
エリア

R5年度エリア別収支状況
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03 住宅地と駅アクセスの関係

 市バスには住宅地から基幹交通
である鉄道へ運ぶ役割（フィー
ダー機能）があるが、住宅地に
よって、アクセスできる鉄道駅
数に大きな差（地域間格差）が
ある。

 複数の地下鉄駅へ市バス路線が
設定されている団地もある。

 複数駅への接続は利便性が高い
一方で、すべての路線が赤字に
なっている団地もある。

 一団地から鉄道駅へのアクセス
について整理すべき時期にきて
いる。

● 地域間格差の存在

【例】ひよどり台
駅数：12駅

三宮・名谷・妙法寺
新長田・長田・湊川公園
駒ヶ林・JR神戸・新開地
西代・鵯越・貿易センター

【例】若草町
駅数：４駅

名谷・妙法寺
板宿・新長田

４駅以上アクセス可能な住宅地

【例】渦森台
駅数：４駅

JR甲南山手・JR摂津本山
JR住吉・阪神御影

【例】HAT神戸
駅数：６駅

三宮・JR六甲道・JR灘
阪急王子公園、阪急春日野道
阪神岩屋
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04 地下鉄事業について
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基本情報04

海岸線 駅長 助役 駅係員 合計

新長田 3 3 7

駒ヶ林 3 3 6

苅藻 3 2 5

御崎公園 0 9 9

和田岬 0 4 4

中央市場前 3 3 6

ハーバーランド 0 5 5

みなと元町 3 4 7

旧居留地・大丸前 3 3 6

三宮・花時計前 3 2 5

1

西神・山手線 駅長 助役 駅係員 合計

西神中央 7 9 17

西神南 3 3 6

伊川谷 3 2 5

学園都市 3 6 9

総合運動公園 3 3 6

名谷 7 8 16

妙法寺 6 3 9

板宿 3 5 8

新長田 2 7 9

長田 3 3 6

上沢 3 3 6

湊川公園 3 10 13

大倉山 3 3 7

県庁前 3 3 6

三宮 15 14 29

新神戸 2 13 15

1

1

1

西神中央

西神南

伊川谷

学園都市

総合運動公園

名谷 妙法寺

板宿

長田

上沢

湊川公園

大倉山

県庁前

三宮

新神戸

駒ヶ林

新長田

谷上

苅藻

御崎公園

和田岬

中央市場前

ハーバーランド

みなと元町

旧居留地・大丸前

三宮・花時計前

●名谷乗務区
乗務区長 ：1人
運転士 ：108人
車掌 ：40人
乗務助役 ：23人

●苅藻乗務区
乗務区長 ：1人
運転士 ：25人
乗務助役等 ：8人

西神・山手線、北神線

海岸線

駅人員体制 （人）
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札幌 仙台 東京 横浜 名古屋 京都 神戸 福岡

38% 61% 36% 53% 33% 56% 67% 43%

乗車料収入

18,618百万円

人件費

5,682百万円

広告料収入等

1,694百万円

経費

7,156百万円

一般会計補助

3,300百万円

支払利息等

2,022百万円

その他

2,118百万円

減価償却費

12,388百万円

赤字

1,518

百万円

企業債

9,806百万円

建設改良費

13,026百万円

補助金

3,739百万円

企業債償還金

12,972百万円

その他

2,328百万円

その他

613百万円

資本的収支不足額

10,738百万円

04 地下鉄の収支構造

 乗車料収入でランニング経費は賄えているものの、投資的経費

である減価償却費が経費の大部分を占め、全体では赤字。

 乗車料収入に対する減価償却費の割合は67％と、他都市と比

べても投資負担が大きく、身の丈にあった投資規模にすること

が必須。

収益的収支
（R5年度決算）

1年間の営業活動等から得られる収益（料金収入等）と
それに要した費用（人件費・物件費・減価償却費 等）

次年度以降も資産となる車両購入費等のための支出
（建設改良費等）とその財源である収入（企業債等）

資本的収支
（R5年度決算）

ランニング経費 投資的経費

R5乗車料収入に占める減価償却費割合

収

入

支

出

収

入

支

出
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名
項目東京都 札幌市 仙台市 横浜市 名古屋市 京都市 神戸市 福岡市

総収益 157,099 47,968 21,081 46,327 85,306 33,196 25,730 38,974

経常収益 157,099 47,968 21,079 46,327 85,306 33,196 25,220 38,691

営業収益 139,976 41,345 16,866 38,636 76,902 27,525 20,311 33,730

運輸収益 129,956 41,345 15,720 37,551 70,986 25,194 18,619 33,730

その他営業収益 10,020 0 1,146 1,085 5,916 2,331 1,692 0

営業外収益 17,123 6,623 4,213 7,691 8,404 5,671 4,909 4,961

特別利益 0 0 2 0 0 0 510 283

総費用 139,085 37,882 21,834 42,200 74,280 30,945 27,248 30,441

経常費用 139,085 37,604 21,826 42,200 74,280 30,945 27,248 30,435

営業費用 135,957 34,794 20,479 38,594 70,867 27,904 25,226 28,385

人件費 36,010 4,394 3,767 8,255 26,747 5,846 5,683 4,810

経費 53,503 15,574 7,195 10,266 20,734 7,873 7,155 10,070

減価償却費 46,444 14,826 9,517 20,073 23,386 14,185 12,388 13,505

営業外費用 3,128 2,810 1,347 3,606 3,413 3,041 2,022 2,050

特別損失 0 278 8 0 0 0 0 6

経常損益 18,014 10,364 △ 747 4,127 11,026 2,251 △ 2,028 8,256

純損益 18,014 10,086 △ 753 4,127 11,026 2,251 △ 1,518 8,533

資金不足比率（％） - - - - - - - -

04 他の公営交通事業者の経営状況

● R5年度決算比較
 仙台市と神戸市が赤字であるが、その他の都市は大幅な黒字。

（百万円）

西神・山手/北神 海岸

20,210 5,520

19,806 5,414

17,834 2,477

16,300 2,318

1,534 159

1,972 2,937

404 106

19,684 7,564

19,684 7,564

18,809 6,417

4,519 1,163

5,556 1,600

8,734 3,654

875 1,147

0 0

122 △ 2,150

526 △ 2,044

- -

（百万円）
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04 地下鉄投資計画

 H30年度より、乗車料収入（R5年度：186億円）に対して大規模の投資が継続。

 R７年度以降も変電や信号など安全に関わる投資が増加予定。

● 大型投資の状況

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

車両更新

ホームドア

北神市営化

駅リノベーション

ワンマン対応

脱炭素化事業

エレベーター等更新

駅務機器更新

（駅遠隔化含む）

変電施設更新

信号施設更新

259 億円

54 億円

219 億円

78 億円

24 億円

38 億円

55 億円

246 億円

80 億円

54 億円

65 億円

56 億円
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04
 開業から40年目、60年目に更新時期が集中し、特に、40年目は車両更新が必要となり投資が大規模化。

 R20年頃には、海岸線の40年と西神・山手線の60年が重なり、多大な投資が必要。

 将来を見据え、長寿命化、ダウンサイジングによる投資額の見直しが急務。

R22年度以降は海岸線の大規模改修
や車両更新が見込まれ事業費が増加

（億円）

海岸線投資計画地下鉄施設の更新時期

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70
車体・台車 ●
搭載機器 ● ● ●
建築 ●
空調機・熱源 〇 ● 〇 ●
給排水・防災 ● ●
分電盤 ●
照明器具 ● ● ●
昇降機 ● ●
変電・電力 ● ●
電路 ●
継電連動 ● ●
ATC・運行管理 ● ● ●
ﾈｯﾄﾜｰｸ・無線 ● ● ●
電話交換機 ● ●
放送装置 ● ● ● ●

車両

駅舎

鉄道

電気

● 更新 〇 オーバーホール

海岸線乗車料収入
の水準

海岸線：R23 西神・山手線：R19

地下鉄投資計画
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05 割引制度について
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05 市バス・地下鉄１日乗車券

● 概要
 H14.7にバス・地下鉄のネットワーク強化とともに、新たな需要喚起を目的として導入。

 市バス・地下鉄１日乗車券：1,040円（R5年度発売枚数：3.6万枚）

● 利用状況

 市バスは28系統、22系統、64系統、21系統の４系統で全体利用の50％を占める。

28系統：西神中央駅前～樫野台小学校～西体育館
22系統：西神中央駅前～春日台公園
64系統：神戸北町～三宮駅ターミナル前
21系統：西神中央駅前～美賀多台～西体育館

 地下鉄は西神中央駅 ～ 三宮駅間の利用が最も多い。

 土日よりも平日の利用が多く、需要喚起効果は限定的。

 市バスの共同運行が拡大する中、民間バス事業者で利用でき

ないという課題もある。

 西神中央駅までバス、西神中央駅から三宮駅まで地下鉄で乗車した場合（往復）：1,280円＞1,040円

 64系統で三宮駅まで乗車し、その後、１区間でも地下鉄に乗車した場合（往復）：1,460円＞1,040円

参
考

系統 利用割合

28系統 17%

22系統 14%

64系統 13%

21系統 6%

その他 50%

平日 休日

市バス・地下鉄１日乗車券 99 枚/日 64 枚/日

平均利用回数 回数

市バス 2.5 回/枚

地下鉄 2.6 回/枚
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西神

中央
西神南 伊川谷

学園

都市

総合運

動
名谷 妙法寺 板宿 新長田 長田 上沢

湊川

公園
大倉山 県庁前 三宮 新神戸 新長田 駒ヶ林 苅藻

御崎

公園
和田岬

中央

市場前

ハー

バー

みなと

元町

旧居留

地

三宮・

花時計

谷上 59 10 18 35 5 27 2 20 14 36 1 6 11 13 107 31 1 5 1 1 2 405

西神中央 90 374 117 311 74 824 187 348 448 271 46 632 454 755 6,401 841 178 20 1 58 70 29 332 59 168 13 13,101

西神南 440 11 38 339 11 151 65 67 101 21 5 168 20 19 796 138 4 21 1 2 2 63 9 8 1 2,501

伊川谷 62 40 7 44 4 82 11 8 8 6 6 2 1 57 8 4 1 3 6 1 1 362

学園都市 349 306 25 25 29 284 78 76 63 103 9 100 37 22 568 111 10 9 7 9 15 47 5 7 1 2,295

総合運動公園 71 15 2 21 14 50 16 5 25 4 1 25 5 4 194 43 1 2 5 2 505

名谷 968 165 48 254 36 36 195 257 208 63 10 98 85 150 830 106 16 5 20 14 7 73 6 24 8 3,682

妙法寺 169 48 21 98 15 212 35 88 63 43 6 56 38 13 231 29 4 42 1 4 3 5 19 2 11 2 1,258

板宿 385 106 11 115 9 276 141 19 54 22 9 27 44 10 219 15 14 2 1 1 2 11 10 9 11 1,523

新長田 559 121 8 94 17 252 95 85 19 57 31 47 25 8 221 138 11 64 10 32 28 67 189 79 96 85 2,438

長田 289 24 7 47 4 83 34 28 50 11 15 22 13 22 296 223 8 2 5 4 5 2 1 1,195

上沢 74 6 2 2 12 6 12 15 16 12 5 6 83 85 1 1 2 3 343

湊川公園 540 167 7 137 24 136 55 48 43 22 16 15 39 29 202 35 1 4 2 3 2 1,527

大倉山 365 28 2 25 9 63 15 36 13 16 6 43 3 54 286 59 1 1,024

県庁前 429 14 1 16 2 78 33 24 10 12 7 22 54 84 421 133 2 2 2 1 1,347

三宮 6,588 647 43 515 88 865 235 156 158 109 42 221 209 246 146 329 14 1 2 4 9 2 1 10,630

新神戸 957 330 6 218 175 242 42 58 203 362 32 121 119 481 404 22 61 5 3 1 3,842

駒ヶ林 9 3 2 6 4 7 9 13 2 7 1 3 5 3 51 1 6 3 1 21 33 6 67 97 360

苅藻 2 1 1 1 1 1 3 1 5 5 7 1 6 4 1 17 57

御崎公園 41 8 8 1 18 1 3 1 2 34 11 4 2 7 7 51 3 12 58 272

和田岬 39 2 6 9 3 37 14 2 3 6 23 42 23 51 506 766

中央市場前 47 9 3 14 2 15 7 9 1 4 1 89 36 3 10 16 6 69 19 45 94 499

ハーバーランド 347 55 2 37 2 109 18 20 7 3 6 166 37 5 44 29 98 11 76 199 429 1,700

みなと元町 41 9 1 14 1 2 1 3 1 38 13 1 2 6 12 67 6 64 233 515

旧居留地・大丸前 146 16 2 13 2 35 13 6 2 2 1 110 30 1 4 16 88 165 59 17 304 1,032

三宮・花時計前 15 2 5 22 4 5 1 1 1 2 97 119 22 79 521 130 399 164 241 35 1,865
総合計

13,086 2,520 373 2,401 529 3,914 1,300 1,400 1,507 1,200 237 1,631 1,165 1,919 11,487 2,352 957 450 63 287 734 541 1,600 534 1,032 1,886 55,105

05 市バス・地下鉄１日乗車券 ～相互発着表～
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05 地下鉄１日乗車券

● 概要

 西神中央駅から三宮駅まで地下鉄で乗車した場合（往復）：820円＜830円

 西神中央駅から谷上駅まで地下鉄で乗車した場合（往復）：960円＞830円

参
考

 H14.7に地下鉄の周遊乗車や新たな需要喚起を目的として導入。

 地下鉄１日乗車券：830円（R5年度発売枚数：2.8万枚）

● 利用状況

 地下鉄は西神中央駅 ～ 三宮駅間の利用が最も多い。

 その他にも、西神南駅、名谷駅、新長田駅、ハーバーラン

ド駅など比較的多くの区間で利用されている。

 また、１枚あたりの平均乗車回数は4.2回となっており、

地下鉄沿線の周遊に活用されていることも認められる。

 平日よりも土日の利用が多く、一定の需要喚起効果が認め

られる。

平均利用回数 回数

地下鉄 4.2 回/枚

平日 休日

地下鉄１日乗車券 67 枚/日 77 枚/日
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05 地下鉄１日乗車券 ～相互発着表～

西神

中央
西神南 伊川谷

学園

都市

総合運

動
名谷 妙法寺 板宿 新長田 長田 上沢

湊川

公園
大倉山 県庁前 三宮 新神戸 新長田 駒ヶ林 苅藻

御崎

公園
和田岬

中央

市場前

ハー

バー

みなと

元町

旧居留

地

三宮・

花時計

谷上 139 36 18 44 62 54 7 30 22 8 5 31 34 43 284 170 4 1 2 3 2 2 1 5 1,007

西神中央 110 1,170 280 577 280 610 118 331 816 180 141 404 422 496 2,833 322 141 39 23 88 40 84 289 70 112 46 10,022

西神南 1,269 45 361 344 140 287 224 205 316 94 27 178 220 162 1,095 180 19 29 41 32 32 134 39 48 4 5,525

伊川谷 283 353 134 187 34 64 28 25 53 17 1 36 47 107 246 43 10 4 2 2 6 7 46 7 5 6 1,753

学園都市 661 359 290 39 176 378 53 98 174 34 21 76 117 111 692 66 18 18 5 19 22 5 69 20 25 14 3,560

総合運動公園 288 111 37 289 39 220 49 68 179 24 8 59 58 63 592 94 15 10 1 26 4 33 30 19 19 3 2,338

名谷 788 384 73 406 352 107 281 276 365 72 20 89 92 65 756 82 25 14 3 25 10 24 91 19 30 13 4,462

妙法寺 119 192 57 83 45 417 21 151 92 34 13 58 79 50 312 18 12 3 5 3 9 60 5 7 3 1,848

板宿 370 172 24 94 77 272 274 198 233 71 20 96 33 32 386 33 26 12 2 24 8 14 22 11 15 11 2,530

新長田 775 291 52 198 156 335 153 349 56 124 34 116 39 40 309 97 43 196 39 135 131 197 468 90 189 166 4,778

長田 122 90 7 41 25 72 28 88 177 22 103 70 44 26 136 13 20 6 4 2 6 1 10 3 10 1 1,127

上沢 89 21 9 25 8 30 8 14 54 156 7 97 24 20 80 13 1 4 3 1 1 1 666

湊川公園 404 167 30 59 86 121 40 79 127 64 166 82 129 73 454 75 10 10 3 10 5 13 4 4 2 2 2,219

大倉山 257 157 14 45 47 89 68 42 52 31 28 186 20 119 399 61 3 1 3 1 1 1 1 1,626

県庁前 195 106 83 76 45 85 37 27 34 18 15 58 180 24 318 101 9 2 1 1 1 1 1,417

三宮 3,051 1,365 250 786 516 883 348 405 345 131 90 474 309 250 295 1,273 28 11 2 11 1 2 13 2 3 16 10,860

新神戸 326 124 29 93 108 110 17 37 137 28 3 62 79 117 1,369 73 6 11 8 2 1 3 3 2 1 2,749

駒ヶ林 43 54 5 15 7 24 3 20 6 6 13 2 8 4 146 9 138 32 23 52 92 17 34 95 848

苅藻 11 3 4 1 4 1 2 1 2 1 4 3 41 117 2 128 19 13 10 5 7 29 408

御崎公園 71 35 4 13 27 23 8 16 2 3 1 8 6 1 12 9 115 31 113 22 117 41 122 25 67 166 1,058

和田岬 62 22 12 8 12 3 9 2 5 3 12 1 5 3 66 19 12 100 9 169 148 24 50 128 884

中央市場前 109 56 5 29 14 38 11 12 3 3 5 2 1 4 3 123 66 13 45 137 13 290 43 85 240 1,350

ハーバーランド 348 152 44 61 69 116 45 31 5 12 4 8 2 3 10 5 309 72 11 111 91 254 32 232 399 957 3,383

みなと元町 59 23 4 12 31 17 6 9 2 1 1 3 68 26 32 32 72 175 14 223 282 1,092

旧居留地・大丸前 109 43 3 42 15 40 21 11 7 3 6 3 2 131 48 5 52 49 86 398 182 19 691 1,966

三宮・花時計前 58 9 5 8 11 18 5 14 8 3 9 2 2 9 4 210 113 28 175 152 244 792 343 529 115 2,866
総合計

10,116 5,540 1,818 3,582 2,379 4,426 1,857 2,547 3,255 1,150 713 2,233 1,944 1,810 10,614 2,747 1,599 872 406 1,102 900 1,370 3,302 1,181 1,883 2,996 72,342
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05 企画乗車券

● 概要
 各公共交通機関・施設を1枚の乗車券で利用可能な企画乗車券を発売。

 様々な企画乗車券が発売されており、神戸の主要な観光施設を網羅している。
対象路線

対象路線

参考資料

（例）神戸周遊パス（QR券）

販売価格：3,000円

対象施設：神戸ポートタワー、bohboh神戸

メトロ卓球場、バンドー神戸青少年科学館

萌黄の館、神戸北野美術館

有馬温泉金の湯、有馬温泉銀の湯

太閤の湯殿館、兵庫津ミュージアム

須磨離宮公園、須磨浦山上遊園

神戸街めぐり1dayクーポン（神戸エリア版）（磁気券）

販売価格：1,000円

施設利用：施設利用券800円分

（800円分を超える分は差額精算）

対象施設：灘の酒蔵、六甲山、須磨シーワールド

神戸動物王国等、多数
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05 市バス・地下鉄連絡定期券

● 概要
 S60年の地下鉄・学園都市駅～名谷駅、大倉山駅～新神戸駅延伸時に導入。

 市バス・地下鉄それぞれの定期料金を10％割引（ 一部区間で市バス割引が5％の区間あり）。

 割引額は約2.3億円（市バス：0.9億円、地下鉄：1.4億円）

● 利用状況

 利用の多い高校生通学定期は市より補助、通勤定期は企業より通勤手当の支給あり

 横浜市では、R7年４月より、市バス・地下鉄連絡定期券の割引を廃止

参
考

 市バス定期券の約30％、地下鉄定期の約17％が連絡定期を利用。

● 課題

 導入から40年以上経過したが、取り巻く経営環境は厳しさを増している。

 市バスのみ、あるいは地下鉄のみを利用する乗客や、都度利用する乗客は

正規運賃を負担しており、公平性の観点からも問題。

連絡定期の約92％が
市や企業によって支給
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06 具体的施策（案）
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06 価値向上 ～安全・サービス向上 / 沿線価値・ブランド価値～

● 方向性
 交通事業者として、安全・安心を最優先に、市バスや地下鉄の運営を行う。

 サービス向上に努め、快適な公共交通を目指す。

 持続可能な交通サービスを提供し、地域の発展と交通局のブランド価値向上を目指す。

● 施策（案）

• 安全対策の強化 ➡ 海岸線ホームドア設置、車内防犯カメラ設置等によるソフト・ハード

両面からの安全性追求

• 駅施設の機能向上 ➡ 板宿駅リノベーションを通じて、駅の利便性を向上

• 乗車券の利便性向上 ➡ 企画乗車券のQRコード化を進め、利便性を向上

• 選ばれる沿線の実現 ➡ 市の施策と連携した沿線づくりを行い人口誘引に寄与

• 神戸モデルの推進 ➡ 民間バス事業者とのシームレス化・共同運行により利便性を向上

• 環境配慮型交通の推進 ➡ 水素バス導入など環境に配慮した交通サービス提供によるカーボン

ニュートラル貢献
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06 収支バランス向上 ～増収策 / 経費削減策～

● 方向性
 物価高騰に対応するため、従来にない発想により、徹底した経費削減と投資の抑制が必要。

 また、運賃改定や割引制度の見直し検討を進めるほか、保有資産を活用し、更なる収益を強化。

● 施策（案）

• 業務効率化の推進 ➡ ワンマン運転拡大、駅務遠隔システム導入による省人化

• 投資規模の適正化 ➡ 身の丈に応じた設備投資、長寿命化により設備投資額を抑制

• 市バス路線の最適化 ➡ 需要データに基づく住宅地と駅アクセス路線の見直し

• 先端技術の活用 ➡ AI活用によるデータ利用の高度化で、路線、ダイヤ、車両数等を効率化

• 料金体系の見直し ➡ 物価高騰に対応した適正運賃の検討

• 割引制度の見直し ➡ 利用実態を踏まえた割引制度の見直し

• 保有資産の有効活用 ➡ 立地特性の高い保有資産の利活用を促進
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06 事業基盤強化 ～組織改革・人材育成 / 情報発信・地域協働～

● 方向性
 計画的な人材確保と職員のスキル向上を図る。

 職員が将来に希望を持って働ける職場環境や人事・給与制度を整備し、満足度やモチベーションを高

めながら働くことができる組織を目指す。

 地域との連携を強化し、情報発信やコミュニケーションの充実を目指す。

• 人材確保の強化 ➡ 年齢要件の拡充や筆記試験の見直し等により、幅広い人材を獲得

• 人材育成の充実 ➡ スキルや専門性を高め、お客様に高い価値を提供できる人材の育成

• 職場環境・制度の改革 ➡ 職員の満足度とモチベーション向上に向けた組織改革の推進

• 業務生産性の向上 ➡ 待機時間の縮減や構造的な時間外勤務を解消し、職員の生産性向上

• 情報発信の強化 ➡ わかりやすい情報発信に努め事業の信頼性を向上

• 地域協働の推進 ➡ 収支の悪い路線について、地域との対話を通じた路線維持・改善策を検討

● 施策（案）


